
粕屋東中学校令和７年度校則の見直しについて  

（令和８年度校則の策定）  

 

粕屋東中学校では令和７年度中に、これまでの校則に対して生徒、保護者（代表）、教師から 

意見を聞き、本校の校則が、学校の教育目標に照らして適切か、現状に合う内容に変更する 

必要がないか、また、本当に必要かを確認するため、「校則の見直し」を行いました。 

その経緯や校則見直しにあたって確認したことを、お知らせいたします。  

 

1.  校則見直しの目的  

○  粕屋東中学校の教育目標・目指す生徒像に照らして適切か、現状に合う内容に変更する必

要がないか、また本当に必要か、という視点で現在の校則の内容を見直す。  

○  生徒全員が見直しの過程に参画することで、全員で校則の意義および、その根拠や影響を理

解し、自ら校則を守ろうとする意識を醸成する。  

○  校則について、教師、生徒、保護者との間に共通理解を図る。  

  

2.  校則見直しの取組の流れ  

①  教員の準備  

経営会議、運営委員会、生徒指導委員会、職員研修  

（校則についての理解、校則見直しの流れ） 

②  担任から説明  

全生徒で現校則への意見・質問出し・代表生徒選出  

 

③  校則検討委員会（１学年生徒代表４名・２学年生徒代表４名・教員・保護者代表） 

・各クラスから出された２８の意見を一つひとつ検討  

・全１０回実施   全校生徒に考えを聞くアンケート実施  

④  校則見直し結果を学校長へ提出し、  令和８年度校則決定  

⑤  各学級で、来年度の校則の確認  

担任から、一つひとつの校則の意義および、その根拠や影

響を説明し周知  

⑥  校則についての共通認識をもつ全校集会実施代表生徒から全校生徒へ伝える  

⑦  新入生説明会で生徒指導主事から新入生へ周知  

⑧  ４月ＨＰに掲載  全校集会にて生徒指導主事から全校生徒に周知  

 

学級で意見を出す様子  

学校長へ提出する様子  



3.  全校集会で確認したこと（一部抜粋）  

全校生徒のアンケート結果（多数意見３つ） 

質問：「校則は何をするためにあるのか」  

○  みんなが平等で、安心・安全に生活でき、守られるため  

○  学習に集中でき、夢や進路を実現するため  

○  ルールやマナーを守ること、礼儀など社会に出るために必要な力を身につけるため  

 

  ◎生徒代表のまとめの言葉（全校生徒に確認したいこと）  

  「皆さんの意見を検討しながら、見直しを行い、来年度の  校則が

決定しました。 

  アンケート結果から言えるように、学校は勉強し、力をつ  け、しっ

かりと進路を切り開き、夢に近づいていく場所だと、  みんなが思って

います。 

 そして、誰もが『嫌な思いをさせられるのではないか』などと心配することなく、みんな平等に安心・

安全な学校生活を送ることを望んでいます。  

  怖いなとおびえたり、いつ攻撃されるかとびくびくするような生活はみんな望んでいま  せん。誰もが

平等で、仲良く、安心できる学校にしませんか？  

  勉強はきつい部分もありますが、集中して取り組み、みんなで安心して意見を出し合い、  力をつけ

ていきませんか？ 

  教科の授業だけではなく、人との関係に気を配ったり、行事で力を合わせたり、あいさ  つをしっか

り行ったりと社会に出ても通用する力を身につけていきませんか？」  

 私たちにとって  良い学校とはどんな学校かを考えて、決まった校則です。  

 校則を守ることが、自分を大切にすることや  周りの人を大切にすることになるはずです。 

みんなで、しっかり守っていきましょう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生徒へ訴える様子  



「私たちにとって、より良い学校になるようにという」生徒たちの思いを一つひとつ大切に検討

して令和８年度の校則を以下のように決定しました。 

 

◎粕屋町立粕屋東中学校生活指導規定  

第１章  総  則   

この規定は，粕屋東中学校で学校教育を受ける生徒の人格の完成をめざし，生徒の健やかな成

長を図るために定める。 

（目的）   

第１条   この規定は，粕屋東中学校の学校教育目標を達成するためのものであり，生徒が自主

的・自律的に充実した学校生活を送るという観点から必要な事項を定めるものである。   

 

第２章  学校生活に関すること  

（登下校）  

第２条   登下校については，以下の通りとする。自宅を出て，自宅に帰るまでを学校の教育活動と

する。社会の一員として，交通安全ルールを守り，登下校する。   

(1)  徒歩通学   

交通規則及び通学路を守り，通学途中の安全に注意する。通学は徒歩とする。ただし，

特別な事由がある場合はこの限りではない。  

(2)  通学は，学校指定の通学バッグを使用する。通学バッグに入らない部活動の道具等はサ

ブバッグを使用してよい。   

（登校・遅刻・欠席・早退・外出・下校）    

第３条  登校・遅刻・欠席・早退・外出については，以下の通りとし，望ましい生活習慣づくりをする

ために，登下校等に関する規定を定める。   

(1)  登校   

登校の時は，決められた通学路を通り，店等に寄り道したり，買い食いをしたりしない。   

日課の開始時刻は 8:20 とする。8:10 までには必ず正門を通り，8:15 までには教室に入っ

て朝の活動を開始する。8:20～8:30 までは，完全無言の時間帯とする。   

(2)  遅刻   

8:10 までに保護者が，遅刻の理由を学校に連絡する。遅刻して登校した時には，生徒は

職員室に報告し「遅刻カード」を受け取って，授業場所へ行き教科担任に渡す。   

(3)  欠席   

8:10 までに保護者が，欠席の理由を学校に連絡する。   

(4)  早退   

早退することがわかっている場合は，事前に保護者から学級担任に，理由，時間，早退時

の下校方法等を連絡する。また，病気・けが等で早退する場合は，養護教諭，学級担任と

相談し，家庭と連絡を取ってから早退する。   

(5)  外出   

登校以後は校外に出ない。外出が必要な場合は，学級担任に申し出て職員室に連絡し

許可を得る。   

 

 



(6)  下校   

⚫  下校の時は，決められた通学路を通り，店等に寄り道したり，買い食いをしたりしない。   

⚫  平日における生徒の下校時間は原則 17:00 とし，生徒会活動・部活動等がある生徒  

次の通りとする。完全下校 20 分前には活動を終える。   

４～７月 18:30 ９月  18:30  10 月 18:15（前半１５日まで） 18:00（後半１６日以降） 

11～１月 17:30  ２月  18:00  ３月  18:30    ※長期休業中は 16:45 

但し，中体連主催の大会，吹奏楽コンクール等の上位大会で学校長が認めた場合に限

り，顧問の指導の下，時間を延長して活動することができる。   

（服装・身だしなみ・頭髪等）   

第 4 条  服装・身だしなみ・頭髪等  

①  生徒証を必ず携帯する。  

②  学校内外の学習活動及び登下校時は，本校規定の制服を正しく着用する。  

○  冬季（10 月～5 月を目安とし、気候・体調に合わせて夏冬を選択する）  

・本校規定の黒のつめえり学生服，黒のストレートズボン  

・本校規定の紺のセーラー服  

・本校規定の白のネクタイ（名前が見えるように着用する）  

・本校規定のブレザー，紺色スラックス、スカート  

○  夏季（6 月～9 月を目安とし、気候・体調に合わせて夏冬を選択する）  

・白の半袖カッター（開襟可）シャツ（ポケットつき），黒のストレートズボン  

・本校規定の白のセーラー服  

・本校規定の紺のネクタイ（名前が見えるように着用する）  

・本校規定の半袖ポロシャツ，紺色スラックス、スカート  

※なお，スカートについては，スカート丈は夏冬ともに膝全体が隠れる程度にする。  

③  ネームは，本校規定のネームプレートを着用する。学年カラーの自分の名前が刺繍されている

場合は，ネームプレートを着用する必要はない。  

④  靴下は白，黒，紺，グレーとする。  

⑤  靴は白，黒，紺，グレーを基調とする体育の授業に支障のない運動靴とする。  

⑥  冬服の学生服・ブレザーの下に着用するセーター類は白，黒，紺，グレーを基調とする。  

⑦  シャツを出す，ズボンをずらす，スカートを短くする，シャツやブラウスのボタンを外す，ネクタイをだ

らしなく結ぶ，セーターの袖や裾を出す等，だらしない格好をしないようにする。  

本校規定の半袖ポロシャツは，裾を出してもかまわない。  

⑧  夏服の下に着用するシャツについては白，黒，紺，グレーを基調とする無地とする。（ワンポイント

程度は可） 

⑨  頭髪は，中学生として極端な髪型を避け，学習や運動にふさわしい，清潔な髪型にする。  

・前髪は目にかからないようにする。（髪の毛をとめる場合はピンかパッチンどめとし，色は黒，

紺，こげ茶とする） 

・髪が長く，肩につく場合は結ぶ。(黒，紺，こげ茶のひものゴムとする。シュシュは使用しない。) 

・パーマや染色はしない。  

・眉毛は扱わない（眉と眉の間は整えてもかまわない）。  

・整髪料の使用や，アイロンで巻くことはしない。 

⑩  上履きは記名し，学校指定のものを使用する。  



⑪  中学生らしく身だしなみに気をつけて，装飾品をつけたり，化粧をしたりしない。  

よりよい学校生活，集団生活を送るためにマナーを守りましょう。  

⑫  防寒着（色は白，黒，紺，グレー，茶とする），手袋，マフラー（ネックウォーマーは可）は正しく使  

用し，校舎内においては使用しない。ただし、登下校時は教室まで（教室から）着用してよいこと 

とする。 

⑬  不要物，貴重品は持ってこない。  

⑭  カバンは学校指定の物とする。  

（校内の生活）  

第６条   校内の生活については，次のことを指導する。   

(1)  あいさつ（粕屋東中の伝統の継続）  

⚫  校内や登下校において，自分から先に，笑顔で，相手の目を見て，立ち止まってお互いに

気持ちのよいあいさつをする。（粕屋東中あいさつ四訓）   

⚫  授業や行事・集会等では，礼儀正しく大きな声であいさつをする。   

⚫  職員室や保健室に入るときには，きちんと礼をして，用件をしっかり伝える。   

(2)  授業   

⚫  持ち物には必ず記名する  。  

⚫  ・時間を守る。   

⚫  授業時のあいさつ，返事，言葉づかいを大切にする。   

⚫  学習については，各教科担任の指示に従う。   

(3)  休憩時間   

⚫  学校の外や立ち入り禁止場所には行かない。  

⚫  移動教室以外は，他学年の階には行かない。また，他の学級には入らない。   

⚫  学校の施設や設備，道具，草花や樹木を大切にする。  

⚫  休憩時間中の中庭の使用は３年生のみとする。  

⚫  整理整頓をする。（机，ロッカー，靴箱等）   

(4)  保健室の利用   

⚫  保健室を利用する時は，教科担任にその旨を伝え許可を得る。   

⚫  保健室の利用時間は，１時間を限度として，体調の回復が見込めない時は，学校から  

保護者へ連絡し，早退の手続きをしてもらう。   

(5） 給食   

⚫  衛生面に注意して給食当番等をする。   

⚫  給食当番以外の生徒は，準備ができるまで静かに待機する。   

(6)  黙働掃除（粕屋東中の伝統の継続）   

⚫  絶対に喋るべからず，箒は両手で方向を揃えて掃くべし，雑巾は膝をつけ「己」を書くべ

し，机は持ち上げるべし，窓は全開にすべし（粕屋東中黙働掃除五箇条の徹底）  

⚫  ケガ防止ための軍手の着用は許可する。  

(7)  教育相談   

⚫  生徒，保護者は相談したいことがある場合，スクールカウンセラーを利用できる。    

 

 

 



(8)  部活動   

⚫  部活動は，原則３年間変わらず，続けて活動する。   

⚫  定期テストの前は，一定期間部活動は停止とする。   

⚫  服装は，体育の服装または学校で指定された服装で活動する。   

⚫  週２日（平日の１日・土日のどちらか）は，部活動休養日とする。  ※祝日は除く 

(9)  その他   

⚫  夜間や休日等の学校の登下校は，制服とする。部活動については，各部で統一された服

装であれば可とする。  

⚫  学校内の施設設備や物品を破損したり，紛失したりした場合は，学級担任等の職員に  

必ず届け出る。破損や紛失については，原則実費弁償とする。   

⚫  卒業生や部外者の，学校内への無断立ち入りは禁止する。用事がある場合は，事務室

（職員室）に連絡する。学校の敷地内に入り，指導したにもかかわらず，校外に移動しない

場合，関係機関と連携する。  

   

第３章  校外での生活に関すること  

（校外の生活）  

第７条    校外での生活については，次のことを指導する。   

(1)  外出の際は，「誰」と「どこへ」，「用件」及び「帰宅時間」を明らかにし，必ず保護者に伝

えてから外出する。   

(2)  責任ある引率者の同伴なく，飲食店や，ゲームセンター，カラオケボックス，ネットカフェ，遊

泳場等の娯楽施設には入らない。福岡県青少年健全育成条例により，娯楽施設の利用に

あたっては，同伴の場合であっても，深夜の利用はしないようにする。   

(3） 夜間外出や夜間徘徊，危険を伴う場所への出入り等は禁止する。外泊をしないようにす

る。  

(4)  交通規則を守り，事故に遭わないよう気をつける。自転車の二人乗りや，危険な乗り方を

しない。道路交通法に違反しないようにする。   

(5)  アルバイトは禁止する。   

(6)  携帯電話等の情報通信機器については，人の嫌がることや個人情報を書き込まない。ま

た，夜 10 時以降の使用はしない。（かならず守ろうみんなの意志で  スマートフォンを  やめる

時刻は夜１０時  ～生徒会スマホ宣言より～）  

第８条（規定の施行）   

この規定は，令和８年４月１日より施行する。生徒を対象とする集会や，保護者対象の入学説

明会等を通して説明し周知を図る。生活指導規定を変更する際は，生徒指導委員会で検討す

る。  


